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Ethernetﾓｼﾞｭｰﾙ機能拡張のお知らせ 
 

拝啓 貴社益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
り、厚く御礼申し上げます。 

機能拡張を実施し

敬具 
－ 記 － 

１．変更内容 

対象形式 機能拡張項目 

平素より、富士プログラマブルコントローラをご愛顧賜

さて、ＭＩＣＲＥＸ－ＳＸ ＳＰＨシリーズにおいて、Ｅｔｈｅｒｎｅｔモジュールの

ましたので、ご案内いたします。 

項目 

ファー
ムウェ
ア変更 

ＭＩＣＲＥＸ－ＳＸ ＳＰＨ 機能 
rnet モジュールからＰＩＮＧを発Ｅｔｈｅｒｎｅｔモジュール 

NP1L-ET1 
NP1L-ET2 

(1)ＰＩＮＧ発行
ＦＢを使用して Ethe
行する機能を追加しました。 

注意：ＰＩ ＣＰ/ＩＰネットワークにおいて、ノードの到達性を確認するための手段です。 

 
に伴う注意

て対応します。 

(3)価格、および形式は、現行製品と同一で、変更はありません。 
 

．
を使用します。 

 

以 上 

ＮＧは、Ｔ
通信相手機器に対してＰＩＮＧを発行することにより、通信状態をアプリケーションで確認す
ることができます。 

事項 ２．変更
(1)２００９年３月生産分から変更しました。 
(2)対応バージョン(NP1L-ET1/NP1L-ET2 共通) 

ファームウェアバージョン「Ｖ４４」以降に
ハードウェアバージョンは、「Ｖ２０」で変更はありません。 

３ 機能拡張 
ＰＩＮＧ発行は、プログラミング支援ツール標準添付の“R_READ“FB
本機能は１回の実行で要求パケットを１回のみ発行します。 
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